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(57)【要約】
【課題】端子ボックスとケーブル固定の要求を軽減した
太陽電池モジュール用端子ボックスを得るものである。
【解決手段】ボックス１１、ボックス内に配設された端
子板２０、３０、複数のケーブルからなり、端子板は太
陽電池モジュールの出力線が接続される部位である出力
線受容部２１、３１を有し、端子板に接続された複数の
ケーブルが前記ボックスの外に引出されている太陽電池
モジュール用端子ボックス１において、一対のケーブル
４１、４２が同一の端子板２０に接続され、一対のケー
ブル４１、４２は芯線４４が連続していて、ボックス内
で一対のケーブルの絶縁体が取り除かれて露出した芯線
と同一の端子板２０が電気導通状態に接続され、ボック
ス外に一対のケーブルが、芯線が絶縁体で被覆された状
態で引出されている。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ボックス、前記ボックス内に配設された端子板、導電体である芯線を絶縁体で被覆した
複数のケーブルからなり、前記端子板は太陽電池モジュールの出力線が接続される部位で
ある出力線受容部を有し、前記端子板に接続された前記複数のケーブルが前記ボックスの
外に引出されている太陽電池モジュール用端子ボックスにおいて、
　一対のケーブルが同一の前記端子板に接続され、
　前記一対のケーブルは芯線が連続していて、
　前記ボックス内で、前記一対のケーブルの絶縁体が取り除かれて露出した芯線と前記同
一の前記端子板が電気導通状態に接続され、
　前記ボックス外に、前記一対のケーブルが、芯線が絶縁体で被覆された状態で引出され
ている太陽電池モジュール用端子ボックス。
【請求項２】
　前記一対のケーブルの１本及び／または２本が、絶縁体で被覆された部位で前記ボック
スと固定されている請求項１に記載した太陽電池モジュール用端子ボックス。
【請求項３】
　前記一対のケーブルの芯線と前記同一の前記端子板との電気導通状態での接続を、一箇
所で接続したことを特徴とする請求項１乃至２いずれかに記載した太陽電池モジュール用
端子ボックス。
【請求項４】
　前記一対のケーブルの芯線と前記同一の前記端子板との電気導通状態での接続を、前記
一対のケーブルの芯線を前記端子板の一部をかしめることにより接続したことを特徴とす
る請求項１乃至３いずれかに記載した太陽電池モジュール用端子ボックス。
【請求項５】
　請求項１乃至４いずれかに記載した太陽電池モジュール用の端子ボックスと、太陽電池
モジュールからなり、
　前記太陽電池モジュールの出力線を、前記端子板の出力線受容部に接続した端子ボック
ス付太陽電池モジュール。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、太陽電池モジュールの電気出力を取り出すために用いる太陽電池用端子ボッ
クスに関する。また、本考案は上述の太陽電池用端子ボックスを含む端子ボックス付太陽
電池モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　太陽電池モジュールの電気出力を取り出す端子ボックスにあって、従来、一対の端子板
の各々に一対の外部接続ケーブルを設けた端子ボックスが使用されている。この端子ボッ
クスを用いて２個の太陽電池モジュールの同一極をケーブルにより接続し、各太陽電池モ
ジュールを並列接続することができる。
【０００３】
　従来の上記太陽電池モジュール用端子ボックスは、ボックス本体内に、太陽電池モジュ
ールのプラス電極及びマイナス電極が接続される対の端子板を配設し、その各端子板の両
端に、外部接続用ケーブルを連結し、当該ケーブルの先端に接続用雄コネクタ又は雌コネ
クタを接続している。（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００５－２２４０３６号公報（特に図１１）
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　太陽電池モジュールは一般に屋外に設置されるものであり、不測の外力負荷に備えて、
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端子ボックス筐体とケーブルは固定の強化と確実化を図る必要がある。また、端子ボック
ス内の端子板とケーブルは電気導通の確実化を図る必要がある。さらに、端子ボックスは
小型であることが好ましい。
【０００５】
　特許文献１に記載された太陽電池モジュール用端子ボックスにあっては、プラス電極用
端子板に接続される２本のケーブルは、個別独立している。マイナス電極用端子板に接続
される２本のケーブルもまた、個別独立している。
【０００６】
　端子ボックスから個別独立した複数のケーブルを引出すと、ケーブル１本毎に、端子ボ
ックス筐体とケーブルの固定を確実に行う必要がある。同時に、当該固定は不測の外力負
荷に備えた強力な固定である必要がある。
【０００７】
　また、ケーブル１本毎に、端子板とケーブルとの電気導通の確実化が要求される。これ
らの要求を満たすために、端子ボックスの製作に時間と費用が嵩んでいる。
【０００８】
　さらに、端子板は、ケーブル１本毎に、ケーブルを接続する部位が必要となり、端子板
が大型化し、必然的に端子ボックスも大型化する。
【０００９】
　本考案が解決しようとする第一の課題は、端子ボックスとケーブル固定の要求を軽減し
た太陽電池モジュール用端子ボックスを得ることにある。第二の課題は、上記第一の課題
に加えて、小型化が可能な端子ボックスを得ることにある。第三の課題は、上記第一、第
二の課題に加えて、端子板とケーブルの電気導通確実化の要求を軽減した端子ボックスを
得ることにある。
【００１０】
　さらに、また、本考案は、同様な課題を解決する端子ボックス付太陽電池モジュールを
得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するため、本考案の一に態様にかかる太陽電池モジュール用端子ボッ
クスは、ボックス、前記ボックス内に配設された端子板、導電体である芯線を絶縁体で被
覆した複数のケーブルからなり、前記端子板は太陽電池モジュールの出力線が接続される
部位である出力線受容部を有し、前記端子板に接続された前記複数のケーブルが前記ボッ
クスの外に引出されている太陽電池モジュール用端子ボックスにおいて、
　一対のケーブルが同一の前記端子板に接続され、前記一対のケーブルは芯線が連続して
いて、前記ボックス内で、前記一対のケーブルの絶縁体が取り除かれて露出した芯線と前
記同一の前記端子板が電気導通状態に接続され、前記ボックス外に、前記一対のケーブル
が、芯線が絶縁体で被覆された状態で引出されている。
【００１２】
　本考案にかかる端子ボックスは、同一端子板に接続される２本のケーブルとして、芯線
が連続した一対のケーブルを用いるものである。そして、芯線と端子板は、ボックス内で
、電気導通状態に接続されている。
【００１３】
　本考案にかかる太陽電池モジュール用端子ボックスの好ましい実施態様において、前記
一対のケーブルの１本及び／または２本が、絶縁体で被覆された部位で前記ボックスと固
定されていてもよい。
【００１４】
　ケーブルを被覆している絶縁体は、芯線に比較して一般に摩擦係数が大きいため、本好
ましい実施態様によれば、より一層ボックスとケーブルの固定が容易な端子ボックスとな
る。
【００１５】
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　本考案にかかる太陽電池モジュール用端子ボックスの他の好ましい実施態様において、
前記一対のケーブルの芯線と前記同一の前記端子板との電気導通状態での接続を、一箇所
で接続してもよい。
【００１６】
　本好ましい実施態様によれば、一対のケーブルが一箇所で接続されるので、端子板とケ
ーブルの電気導通確実化の要求が軽減される。同時に、端子板においてケーブル受接部位
の数が減少するため、端子板を小型化できる。ひいては、端子ボックスを小型化できる。
【００１７】
　もっとも、本考案において、端子板と一対のケーブルの芯線との接続は、二箇所以上を
接続してもよい。
【００１８】
　本考案にかかる太陽電池モジュール用端子ボックスのその他の好ましい実施態様におい
て、前記一対のケーブルの芯線と前記同一の前記端子板との電気導通状態での接続を、前
記一対のケーブルの芯線を前記端子板の一部をかしめることにより接続してもよい。
【００１９】
　本好ましい実施態様によれば、ケーブルと端子板の電気導通と固定接続が、簡易な接続
方法により行われ、より一層、製作の時間と費用が軽減される。さらに、(1) 一対のケー
ブルの芯線が連続しているので、不測の力が加わってもケーブルが抜け難いこと、(2) 一
般に直流電流を中継接続する端子ボックスには、従来から、太い芯線を持つケーブルが使
用されてきておりケーブル芯線の対引っ張り力が強いことから、かしめ止めは、本考案に
とって好ましい接続方法である。
【００２０】
　もっとも、本考案において、端子板と一対のケーブルの芯線との接続には、半田付け、
ネジ止め、スポット溶接などその他の公知の接続方法を採用してもよい。
【００２１】
　本考案の他の態様にかかる端子ボックス付太陽電池モジュールは、本考案にかかる太陽
電池モジュール用端子ボックスと、太陽電池モジュールからなり、前記太陽電池モジュー
ルの出力線を、前記端子板の出力線受容部に接続したものである。
【００２２】
　以上説明した本考案、本考案の好ましい実施態様、これらに含まれる構成要素は可能な
限り組み合わせて実施することができる。
【考案の効果】
【００２３】
　本考案の一の態様にかかる端子ボックスは、一対の芯線が連続したケーブルを、ケーブ
ルの絶縁体が取り除かれて露出した芯線部分で、端子板に接続したものである。端子ボッ
クスの筐体と一対のケーブルは、２箇所の引出し部分で固定され、当該２箇所の固定部分
が相互に補完的に働くので、端子ボックスとケーブル固定の要求が軽減された太陽電池モ
ジュール用端子ボックスとなる。この結果、製作の時間と費用が軽減され端子ボックスと
なる効果もある。
【００２４】
　本考案の他の態様にかかる端子ボックス付太陽電池モジュールは、上記と同様に、ケー
ブル固定の確実化と強力化が実現された端子ボックス付太陽電池モジュールである。この
結果、製作の時間と費用が軽減され端子ボックス付太陽電池モジュールとなる効果もある
。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、図面を参照して本考案の実施例にかかる太陽電池モジュール用端子ボックスと端
子ボックス付太陽電池モジュールをさらに説明する。本考案の実施例に記載した部材や部
分の寸法、材質、形状、その相対位置などは、とくに特定的な記載のない限りは、この考
案の範囲をそれらのみに限定する趣旨のものではなく、単なる説明例にすぎない。
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【００２６】
　図１は端子ボックス１の表面図、図２は端子ボックス１の蓋を取り除いた表面図、図３
は図１中のＡ－Ｂ線での端子ボックス１の断面図、図４は図１中のＣ－Ｄ線での端子ボッ
クス１の断面図、図５は端子板２０の説明図、図６はケーブル４１、４２の説明図である
。
【００２７】
　端子ボックス１は、本体１１、ケーブル４１、４２、５１、５２、本体１１内に配設さ
れた端子板２０、３０などからなる。本体１１には、蓋１２、ケーブル押さえ１３が付け
られる。本体１１、蓋１２とケーブル押さえ１３は、変性ポリフェニレンエーテル、ポリ
フェニレンエーテルまたはポリフェニレンスルフィドなどで作られる。
【００２８】
　本体１１内には、端子板２０と端子板３０が配置されている。端子板２０と端子板３０
の形状は左右対称である。端子板２０の一端には、ボックス本体の開口方向（紙面表面方
向）に開いた略Ｕ字形状の溝状かしめ部２２が形成されている。端子板２０の胴部には係
合孔２３が穿孔されていて、また、他方の端子板３０に相対する側面方向に、突出片２４
が突出形成され、突出片２４には挿入孔２５が穿孔形成されている。端子板２０の上部は
、出力線受容部２１である。
【００２９】
　本体１１に形成された係合突起１７に、端子板２０の係合孔２３を係合させ、端子板２
０を取り付けた後に、菊座止め具１８を係合突起１７に取り付けて、本体１１と端子板２
０が固定されている。
【００３０】
　端子板２０と同様に、端子板３０にも、かしめ部３２、出力線受容部３１などが形成さ
れている。端子板２０と同様に、端子板３０も係合突起と係合孔を係合させ、菊座止め具
１８により本体１１と固定されている。
【００３１】
　端子板２０と端子板３０は、銅製や黄銅製である。
【００３２】
　端子板２０に、一対のケーブル４１、４２が接続されている。図６と図２などを参照し
て、一対のケーブル４１と４２は、芯線４４に絶縁体４５、４６を被覆したものである。
そして、ケーブル４１の芯線とケーブル４２の芯線は連続している。連続した一対のケー
ブル４１と４２において、絶縁体を取り除き、露出した芯線４４を、端子板２０のかしめ
部２２に位置付け、端子板を変形させて、芯線を端子板の一部で巻き込む状態にして、か
しめ止められている。
【００３３】
　かしめ止めは、芯線と端子板が一箇所で接続される電気接続方法である。
【００３４】
　端子板２０とケーブルの芯線４４との接続には、半田付け、ネジ止め、スポット溶接な
どその他の公知の接続方法を採用してもよい。また、端子板２０とケーブルの芯線４４と
の接続は、２箇所でおこなってもかまわない。
【００３５】
　芯線が中間部分で露出した一対のケーブルは、一本の絶縁被覆ケーブルの中間部分から
絶縁体を取り除く（皮をむく）ことにより作成してもよい。また、中間部分に絶縁体を設
けない絶縁被覆ケーブルを作成してもよい。絶縁体は、例えば、ポリエチレンやポリ塩化
ビニルなどの合成樹脂からなる。一対のケーブルの芯線４４は、複数の電線であってもよ
く、一本の電線であってもよい。
【００３６】
　一対のケーブル４１と４２の連続体において、芯線４４が露出した部分は、ボックス本
体内に収容されている。すなわち、図６に示すように、本体１１の２の側壁１５にはさま
れる部分がボックス本体内であり、芯線部分はボックス内にある。矢印８１はボックス内
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領域を示している。
【００３７】
　ケーブル４１は芯線４４に絶縁体４５が被覆された状態でボックス外に引出されている
。ケーブル４２は芯線４４に絶縁体４６が被覆された状態でボックス外に引出されている
。矢印８２はボックス外領域を示している。
【００３８】
　このように、芯線が連続している一対のケーブル４１と４２は、引っ張り力などに芯線
が対抗する。このため、一方のケーブルと本体の固定は、他方のケーブルと本体の固定に
補完的に働く。よって、ケーブルと本体の固定に関し、引っ張り対抗力を少なめに設計す
ることが可能となったり、組み立て時の注意深さ要求が緩くなったりする。
【００３９】
　一対のケーブル４１、４２は、本体の側壁１５に設けた貫通穴を通り、ボックス外に引
出されている。同様に、一対のケーブル５１、５２は、露出した芯線５４部分で、端子板
３０のかしめ部３２でかしめ止められている。そして、本体に側壁１５に設けた貫通穴を
通り、ボックス外に引出されている。
【００４０】
　ケーブル４１、４２、５１、５２は、側壁１５の外側で、ケーブル押さえ１３に挟み止
められ、固定される。ケーブル押され１３は、ケーブル４１、４２、５１、５２にあって
、絶縁体被覆を有する部位を絶縁体の外周から押さえつけている。ケーブル押さえ１３は
、ネジ１４で、本体１１に固定されている。
【００４１】
　ボックスとケーブルとの固定部位であるケーブル押さえ１３は、図６を参照して、ボッ
クスの外側（矢印８６で示す）に付けられている。ケーブルの被覆はボックス内にまで伸
びており、ボックス内（矢印８７で示す）で、ケーブルとボックスを固定してもかまわな
い。例えば、ボックス内に位置づけられていて、かつ、絶縁体被覆で覆われているケーブ
ルの部位に、絶縁体の外側からリング状の抜け止めを装着し、ボックスとケーブルの固定
を図ってもよい。
【００４２】
　さらにまた、ボックスの側壁（矢印８８で示す）で、ボックスとケーブルを固定しても
かまわない。例えば、ボックス側壁部に位置し、かつ、絶縁体被覆で覆われているケーブ
ルの部位に、絶縁体の外側から接着剤を塗布し、ボックスとケーブルの接着による固定を
図ってもよい。また、上記３様の部位による固定を２または３併用してもよい。
【００４３】
　ケーブル４１の先端にプラスコネクタ４３が取り付けられている。ケーブル４２の先端
にもまた、プラスコネクタ４３を取り付けてもよい。ケーブル５２の先端にマイナスコネ
クタ５３が取り付けられている。ケーブル５２の先端にもまた、マイナスコネクタ５３を
取り付けてもよい。
【００４４】
　本体１１内にダイオード７０が配設されている。ダイオード７０はリード線７１を端子
板２０の挿入口２５に挿入し、さらに、リード線７２を端子板３０の挿入口に挿入し、さ
らに半田付けをすることにより、端子板２０、３０と電気導通状態に接続されている。ダ
イオード７０は、太陽電池モジュールに逆電流が負荷されることを防ぐ役割を担っている
。
【００４５】
　本体１１は、太陽電池モジュールの出力線を挿通する開口１６が設けられている。開口
１６に太陽電池モジュールのプラス電極、マイナス電極に接続された出力線（不図示）が
挿通され、当該出力線は、端子板２０の出力線受容部２１、端子板３０の出力線受容部３
１にそれぞれ接続される。
【００４６】
　このように出力線が接続されると、端子ボックス付太陽電池モジュールとなる。通常端
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子ボックスは、太陽電池モジュールに付着される。もっとも、本考案にかかる端子ボック
ス付太陽電池モジュールにおいて、太陽電池モジュールと端子ボックスの付着は必須では
ない。上記したように太陽電池モジュールの出力線が、端子ボックス内の端子板に接続さ
れていれば、本考案にかかる端子ボックス付太陽電池モジュールである。
【００４７】
　図７は端子ボックス付太陽電池モジュールの結線方法の一例を説明する説明図である。
太陽電池モジュール６の出力線が接続された端子板１は、太陽電池モジュールとあわせて
端子ボックス付太陽電池モジュール７となる。隣り合う３つの端子ボックス付太陽電池モ
ジュール７は、端子ボックスから引き出された同一極であるケーブルが接続される。図中
６１は、コネクタ結合部分を示している。このように、結線することにより、太陽電池モ
ジュール６が、並列に接続される。
【００４８】
　以上説明した端子ボックスにおいて、芯線が連続した一対のケーブル（例えば、ケーブ
ル４１とケーブル４２）の引き出し方向は同一方向に限られず、任意の角度で交わる方向
に引き出してもよい。例えば、ケーブル４１が通過する側壁とケーブル４２が通過する側
壁は９０度の角度で交わるものであってもよく、また例えば、ケーブル４１が通過する側
壁とケーブル４２が通過する側壁は１８０度の角度の関係であってもよい。
【００４９】
　端子ボックスは、平面型（通常太陽電池モジュールの裏面に固着される）であっても、
縦長型（通常太陽電池モジュールの側面に固着される）であってもよい。
【００５０】
　芯線が連続した一対のケーブル（例えば、ケーブル４１とケーブル４２）は、平面に配
置してもよく、（本体の開口部を上として）上下に積み重ねてもよい。上下に積み重ねる
と、上述の縦長型の端子ボックスに相応しい。
【００５１】
　一の端子板に接続されるケーブルの数は、２に限られず、３以上であってもよい。例え
ば４本のケーブルが同一の端子板に接続される場合には、芯線が連続した一対のケーブル
を二対使用してもよく、一対のケーブル１本と、個別独立のケーブル２本を使用してもよ
い。
【００５２】
　端子ボックス内に配置される端子板の数は、２に限られず、３以上であってもよい。３
以上の数の端子板のなかで、同一の端子板に２以上のケーブルが接続されるものであれば
、本考案を適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】端子ボックス１の表面図である。
【図２】端子ボックス１の蓋を取り除いた表面図である。
【図３】図１中Ａ－Ｂ線での端子ボックス１の断面図である。
【図４】図１中Ｃ－Ｄ線での端子ボックス１の断面図である。
【図５】端子板２０の説明図である。
【図６】一対の芯線が連続したケーブル４１、４２の説明図である。
【図７】端子ボックス付太陽電池モジュールの結線方法の一例の説明図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１　　端子ボックス
　６　　太陽電池モジュール
　７　　端子ボックス付太陽電池モジュール
　１１　本体
　１２　蓋
　１３　ケーブル押さえ
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　２０、３０　端子板
　２１、３１　出力線受容部
　２２、３２　かしめ部
　４１、４２　（芯線が連続した一対の）ケーブル
　５１、５２　（芯線が連続した一対の）ケーブル
　４４、５４　芯線
　４５、４６、５５、５６　絶縁体
　７０　ダイオード

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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